

































































































































































































































吉 沢 英 樹 (口腔解剖ⅠⅠ)
顎下腺排壮管結集による腺組織の変化について
は種々の実験がみられるが. しかしこれら実験は
腺房や導管系の変性についての光顕的観察のみ
で,腺細胞や導管上皮細胞の微細構造の変化につ
いては殆んどなされていない.特にラット顎下腺
頬粒管上皮細胞についての研究はみられない｡
Wister系ラットの顎下腺排他管を結染し,結染
側と非結集側の変化を経目的に観察した.
結穀による腺の変化は腺実質の外層部より,腺
細胞の萎縮変性に始まり,腺小葉内に多くの結合
組織紋経が侵入し,腺房を被覆する様になる,腺
細胞の変性がさらに進むと,細胞質中に多くの空
胞がみられる様になると共に,核の濃縮がみられ,
細胞壊死の様相を示す.これらの変化は最初に腺
房に現われ導管系は腺房よりおくれて変化が現わ
れる.導管系の変化は管房の拡大と導管上皮細胞
の萎縮であり,これら変化は導管系では介在部に
早く出現し,ついで線条部にみられ･頼粒管部で
は変化の出現は最もおそい.
非結集側では術後5日,7日頃から腺体の外層
部に増生が見られる様になる.光顕で観察すると
既存の腺体辺縁部より未分化上皮細胞が索状にの
び,これが数条に分岐する,また導管系細胞と腺
房細胞との差はみられない.さらに増生が進むと
細胞索先端部の細胞は大きさを増すと共に細胞質
はやや明るくなり,隆を中心に胞状に配列する様
になる.また導管系の部位的な差はない.術後20
日頃より増生部に明らかな線条部が存在する様に
なるが額粒管の新生はみられない｡
結集側では分泌部と頼粒管を除く導管系の細胞
に変化が現われ,非結集側では早期に分泌部の増
生が見られ,頼粒管の新生は見られないことから,
額粒管は外分泌腺と異なった機能を有するものと
考えられる.
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